
電子情報通信学会論文誌 エレクトロニクスソサイエティ 第５０２号 平成 21 年 10 月 1 日発行 付録 

 

The Institute of Electronics, Information 
and Communication Engineers 

October No. 138

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巻頭言】…… [エレソ副会長] 内山 博幸 (日立)  

【寄稿】……  

[和文論文誌委員長] 東盛 裕一（NTT） 

[H20 年度（第 12 回）エレクトロニクスソサイエティ賞受賞者] 

平本 俊郎（東大）、竹内 潔（MIRAI-Selete）、西田 彰男（MIRAI-Selete） 

國分 泰雄（横国大）、二川 佳央（国士舘大） 

[2009 年度新任研究専門委員会委員長]  

MW 本城 和彦 (電通大)、ED 橋詰 保（北大）、EMT 小見山 彰（阪電通大） 

【短信】…… 2009 年材料・デバイスサマーミーティング報告 [前副会長] 鈴木 信夫 (東芝) 

【お知らせ】…… フェロー称号贈呈者、エレクトロニクスソサイエティ各賞受賞者、 

エレクトロニクスソサイエティ賞候補の公募 ほか 

 

巻頭言 「会員サービス向上に向けて」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長 

（企画広報財務担当） 

内山 博幸 (日立) 

 本年度のエレソ企画会議担

当副会長を拝命いたしました

日立中研の内山でございます。

どうぞ宜しくお願いいたしま

す。 

 エレソが直面する課題のう

ち、独立採算化への対応は諸

先輩方のご尽力により計画的

に移行することができました。一方、エレソ登録会

員数の減少につきましては、種々の施策により学生

員については増加に転じたものの、正員については

依然厳しい状況が続いております（表 1）。本稿では

改めて企画会議の活動内容を紹介させていただき、

皆様に当会議の役割を再認識いただくとともに、今

後の会員サービス向上に向けた議論の呼び水になれ

ばと考えております。 

執行委員会下には、企画会議、編集出版会議、研

究技術会議の 3会議が配置されており、それぞれの

分掌で業務を統括しております。企画会議は現在 5

名体制の運用で、珍しくメンバー全員が企業からの

表 1. エレソ登録数の推移 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 

登録数 8,390 8,099 7,601 7,239 7,355

名誉員 - 38 41 41 43 

正員 - 7221 6776 6451 6452

学生員 - 824 776 741 860 

准員 - 16 8 6 0 

*2008 年度は除籍予定者含む



会員で構成されております。企画会議の担務には大

きく分けて(1)財務と(2)企画広報の 2つがあり、前

者が各会議との連携による財務状況の把握と各会議

への予算配分、学術コンテンツ収録など、後者が会

員サービス向上（エレソ HP 管理運営、Newsletter

編集、エレソ賞・エレソ学生奨励賞・フェロー推薦

者の選定など）、海外を視野に入れた広報活動と新規

企画案の策定などとなっております。各会議と連携

したタスクフォース体制にて議論を進めることもあ

ります。皆様へのサービスを実現するための予算と

企画・広報を司る分掌とお考えいただければ幸いで

す。 

企画会議では近年の登録会員数減少に対応するべ

く、エレソ独自のものを含めた幾つかの施策に取り

組んでおりますので、以下に紹介いたします。 

１）学術コンテンツ配信サービス（財務・コンテン

ツ TF）：大会時のエレソプレナリーセッションでの

特別講演や材料・デバイスサマーミーティングでの

特別講演を中心にビデオコンテンツ収録を行い、昨

年度より会員向けに配信を開始しました。現在まで

に 4件のコンテンツ公開を行い、アクセス件数も

1280 件を超え、順調に推移しております（2009 年 7

月末現在）。今後はより広い対象（例えば高校生など）

に向けた、異なる切り口のコンテンツ配信について

検討を行って参ります。 

２）エレソ学生奨励賞（企画広報）：2007 年ソサイ

エティ大会からスタートし、本年で 3年目を迎える

エレソ独自の表彰制度です。本部奨励賞とは独立に

学生員で優秀な発表を行った方を表彰する制度です。

これまでに 24 名の方が受賞されており、次世代を担

う学生員へのインセンティブとして高評価をいただ

いております。本賞の運営は、各研究専門委員会お

よびエレソ執行委員会経験者を中心とした皆様に多

大なご協力をいただき、成り立っております。 

３）エレソ賞（企画広報）：エレソ選奨規程で定める

最も権威のある賞で、エレソが分担する分野にて優

秀な業績をあげられた方を表彰する制度です。近年

Si 分野からのご推薦が少ないことが懸念事項とさ

れております。本賞の権威を維持するためにも各分

野活発な自薦・推薦をお願いいたします。本賞につ

いては 11 月頃にご案内の予定です。また、今年度よ

り、エレソ運営にご尽力いただいた方を独自に表彰

する「エレソ会長特別表彰」も実施されることに決

まりました。 

 この他にもエレソ主催の研究会、国際会議などの

タイトル情報のみを配信する無料の情報会員制度

「エレソインフォメンバー制度」など、様々な企画

を執行委員会の皆様のご意見も伺いながら検討して

おります。また、この Newsletter 自体も皆様のご意

見を取り入れながら記事の刷新を行うことも検討し

ております。今後とも皆様により良いサービスを提

供するため努力して参ります。何卒、皆様のご支援

をお願い申し上げます。 

 

著者略歴： 

'89 年 千葉大学大学院理学研究科、化学専攻修了．同

年 株式会社 日立製作所 中央研究所入所．'89～'95 化合

物半導体デバイスプロセスの研究、'95～'05 超高速化合

物半導体デバイス、光デバイスの研究、'05～'06 Si 微細

加工プロセスおよび微小ラフネス評価技術の研究、'06～

現在 酸化物半導体デバイスの研究に従事．（独）物質・材

料研究機構客員研究員．工学博士．'07～'09 エレソ企画

広報幹事、'09～ エレソ副会長（現職）． 

 

 

寄稿 「500 号記念特集号は、 

お手にとっていただけましたか？」 

和文論文誌編集委員長 

東盛裕一 (ＮＴＴエレクトロニクス) 

エレクトロニクスソサイ

エティ和文論文誌Ｃは、先

日 8月で 500 号となり、皆

様のお手元には記念特集号、

並びに 41 年前の 1968 年創

刊号の復刊本を合わせてお

送りいたしました。 

和文論文誌はその経緯と

して、1968 年当時は全分冊共通の編集委員会で編集

されていましたが、1985 年にエレクトロニクス研究

グループ論文委員会が設置され分冊化され、1995 年



から現在のソサイエティ制の編集委員会の元で編

集・発行されるようになりました。 

今回の特集号の編集方針は、この 42 年間に本論文

誌が果たしてきた日本のエレクトロニクス研究開発

への貢献、並びに先進技術の現状と今後の展望につ

いてまとめることと致しましたが、その技術分野分

けに関しては、エレクトロニクスソサイエティで活

発に活動する研究専門委員会の皆様に協力をお願い

し、それぞれの研究専門委員会が網羅する技術分野

ごとに著名な業績を上げられた方々をご推挙いただ

き、過去の総括と将来に向けての展望についてご執

筆いただき、また特集号の構成は電子情報通信学会

の大会と同じ技術分野で編集致しました。 

巻頭言は、現状のソサイエティ制に移行した時の

初代、2代目の委員長をそれぞれ歴任された荒川泰

彦氏（東京大学・教授）、横山直樹氏（富士通研究所・

フェロー）にお願いし、フォトニクス、エレクトロ

ニクスのそれぞれの分野でご執筆を頂きました。  

各研究専門委員会からのご推挙に際しては複数権の

ご推挙もあり、またそれぞれのご執筆に際しても規

定ページぎりぎりまで豊富な内容と参考文献で構成

いただきましたので、分野違いの皆様にも是非とも

目を通していただき、エレクトロニクスソサイエテ

ィの異なる技術分野のへの知見も広めていただける

と確信しております。 

平成 20 年度より和文論文誌の委員長を仰せつか

り、和文論文誌は、成果の世界発信と言う点では英

文論文誌に譲るところがありますが、一方で 500 号

に代表されるように広い分野にわたる技術総括や将

来展望を容易に理解することができ、その元にプラ

イオリティ確保、新技術やサービスの主張やＰＲ、

新需要の喚起等の即効性のある論文誌としては大変

有効、有益ではないかと考えています。 

和文論文誌は現在、投稿目的に合わせた論文種別

（論文：８ページ標準、レター：２ページ厳守、シ

ョートノート：２ページ標準）を設定しており上記

いずれの種別でも他学会に比べて査読期間は大変早

く、レターでは平均４日程度で対応しています。 

また、案外知られていない大きな特徴ですが、電子

情報通信学会の技報との関係では、著作権が共に信

学会に帰属しているため、技報に投稿掲載された内

容で和文誌に投稿されても２重投稿とはならず、 

査読による内容精査はきちんと行われますが、より

早く出版できるという大きな利点があります。 

会誌、技報に目を通されている皆様には、500 号

特集号についても目を通していただき、和文論文誌

の良さをもう一度を見直していただくと共に、投稿

並びに購読をしていただきたいと思います。 

最後に、日頃和文論文誌の編集委員、査読委員とし

て、質の高い論文誌の維持と早急な査読作業に貢献

していただいている委員の皆様に感謝いたします。 

 

著者略歴： 

1986 年 東京工業大学電子物理工学科博士課程終了、

工学博士．同年、日本電信電話株式会社、厚木研究所配属、

波長可変光源、光半導体機能素子、半導体集積回路等の研

究開発・実用化に従事．1999 年研究開発リーダー、2007

年より研究開発部長、2009 年より NTT エレクトロニクス・

技術開発センタ、生産技術部部長．その間コロラド大学客

員研究員 1988、NTT エレクトロニクス出向（1994-1996、

2005-2006）．電子情報通信学会エレクトロニクスソサエテ

ィ賞（2005)、論文賞（1987, 200X)等受賞．レーザ量子エ

レクトロニクス研究専門委員会(LQE)委員長(2005)、LEOS

東京チャプター幹事(2006-2007)、LEOS Senior Member． 

 

 
エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 
「微細 MOS トランジスタの特性ばらつき

の研究」 
平本 俊郎   (東京大学) 
竹内  潔 (MIRAI-Selete) 
西田 彰男 (MIRAI-Selete) 

 この度、微細 MOS トランジス

タの特性ばらつきの研究で、エ

レクトロニクスソサイエティ賞

をいただくことになり、大変光

栄に存じます。エレクトロニク

スソサイエティの関係各位およ

び選考委員の先生方に深く感謝

申し上げます。 



 大規模集積回路(VLSI)を構

成する MOS トランジスタは微

細化により性能向上を続け、

エレクトロニクスの発展に大

きく貢献してきました。しか

し、微細化により新たな課題

が発生しています。それが「特

性ばらつき」です。設計上は

全く同じ寸法であっても、特

性がトランジスタごとにばら

ついてしまい、その結果、歩

留低下や回路の動作マージン

の減少という重大な問題を引

き起こしています。特性ばら

つきの問題は、MOS トランジスタの微細化限界や

集積度限界を決定する可能性があり、その原因究

明と対策が急務となっています。 

 私たち3人は、もともとはそれぞれ別の組織（東

京大学、NEC、ルネサステクノロジ）において、

特性ばらつきの問題に取り組んでいました。とこ

ろが、平成 18 年 4 月から半導体 MIRAI プロジェ

クトのテーマとして「ロバストトランジスタプロ

グラム」が発足し、（株）半導体先端テクノロジ

ーズ(Selete)において一緒に特性ばらつきの研

究に取り組むことになりました。 

それぞれ別組織で研究していた人材が一堂に

集まると、新しいアイディアが生まれる土壌が形

成されるようです。私たちのプロジェクトでも同

様でした。同じ問題に取り組んできたにも拘わら

ず、それぞれの問題意識や物理的解釈が必ずしも

同じではないことにわかり始め、プロジェクト初

期の議論は非常に刺激的でした。 

 その過程で私たちが気付いたことは、特性ばら

つきを正しく「正規化」する手法が存在しないと

いうことでした。その結果、「竹内プロット」と

いう全く新しい正規化手法を開発することがで

きました。さらにその手法を異なる工場で作製さ

れた MOS トランジスタに適用することで、p チャ

ネルのMOSトランジスタにおいては特性ばらつき

の原因が離散不純物ゆらぎであることを明らか

にすることに成功しました。これらの成果が今回

の受賞につながったものと考えております。 

 特性ばらつきの問題は、まだ解決したわけでは

なく、さらなる微細化によってこれまでとは異な

るばらつき要因が顕在化する可能性が高いと思

われます。今後もプロジェクトにおいて精力的に

特性ばらつきの原因究明と対策の研究を進めて

参りたいと思います。 

 最後に日頃から励ましの言葉をいただいてい

る Selete の渡辺久恒社長と最上徹部長に感謝い

たします。また、一緒に研究を進めてきたロバス

トトランジスタプログラムのメンバー各位に感

謝の意を表します。 

 
著者略歴： 

平本俊郎 

昭５９東大・工・電子卒．平成元同大学院博士課程了．

同年（株）日立製作所デバイス開発センタ入社．平６東大

生産技術研究所助教授、平１４同教授．低消費電力

MOSFET、特性ばらつき、シリコンナノワイヤトランジス

タ、シリコン単電子トランジスタ等の研究に従事．平１８

半導体 MIRAI プロジェクト・ロバストトランジスタプロ

グラムのテーマリーダーを兼務．工博．応用物理学会フェ

ロー． 

 

竹内 潔 

昭５９東大・工・電子卒．平成元同大学院博士課程了．

同年日本電気（株）入社．平１８半導体 MIRAI プロジェ

クト・ロバストトランジスタプログラム兼務．微細 CMOS

デバイスの設計、評価、モデリング、およびばらつき考慮

回路設計手法などの研究に従事．工博． 

 

西田彰男 

平成元法政大大学院修士課程了．同年（株）日立製作所

中央研究所入社．平１５（株）ルネサステクノロジへ転籍．

超高速 SRAM、低消費 SRAM、先端 SOC の製品開発に従

事．平１８（株）半導体先端テクノロジーズへ出向し半導

体 MIRAI プロジェクト・ロバストトランジスタプログラ

ムに従事．工博． 

 



 
エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 

「マイクロ波照射の生体影響と 

その医療応用への技術展開」 

      二川 佳央 (国士舘大学) 
この度は平成 20 年度の

エレクトロニクスソサイ

エティ賞を受賞できまし

たことを大変光栄に存じ

ます。マイクロ波研究専

門委員会を始めとするエ

レクトロニクスソサイエ

ティ関係の皆様のご尽力と、

これまでご指導頂いた先輩方や多くのご支援を頂い

た研究の仲間に心より感謝申し上げます。 

1980 年に慶応大森真作教授のもとで、防衛医大の

菊地眞教授と共同研究をさせて頂き、学部から修士、

博士課程に至り、ハイパーサーミアのためのマイク

ロ波加温装置を実現するための電波照射方法につい

て研究を続けました。がんの患部に対してマイクロ

波を集中的に照射し、選択的な加熱を実現すること

により、治療効果を飛躍的に向上させるマイクロ波

ハイパーサーミア用レンズアプリケータを開発し、

新しいマイクロ波加温装置を企業との共同研究で、

厚生省（当時）の認可を受け、臨床の場でも用いら

れ、当時の研究室仲間と実用化研究についての多く

を学ばせて頂きました。 

1986 年から勤務いたしました防衛大では岡田文

明教授の研究室助手として、大電力マイクロ波のサ

ーキュレータに関する研究を進めることで、大電力

を扱うために材料の特性評価がいかに大切かを学ば

せて頂きました。1999 年国士舘大への移籍後も引き

続き、大電力のマイクロ波応用と共にマイクロ波の

医療分野への応用も扱ってきました。 

近年、マイクロ波エネルギーが応用化学や材料分

野において化学反応の促進や新材料の開発にも使わ

れ、21 世紀の”Flame”として熱的、非熱的な効果

を含めて大きな期待が寄せられています。特にエレ

クトロニクス技術革新がこの四半世紀になしえた小

型化・微細化と同様な小型化・微細化は化学プラン

トにはこれまでは縁遠い話のようでした。アタッシ

ュケースに入るコンピュータが当たり前の時代に、

このような小型プラントがエレクトロニクス技術を

駆使して実現できないものでしょうか。エレクトロ

ニクスのこれまで培った莫大な革新技術が、異分野

の技術革新にも広く波及し、更なる新技術が誕生す

ることを期待しています。 
 

医療分野におけるマイクロ波応用技術という点で

は、近い将来の「オーダメイド医療」や「ユビキタ

ス医療」にエレクトロニクス技術は必須であり、バ

イオ技術とエレクトロニクスに関わるナノテクノロ

ジーとＩＴ技術の融合で新しい医療機器が登場する

でしょう。それらの中で、医療とマイクロ波の関係

もさらに深くなると思われます。これまで研究室で

は RF・マイクロ波領域で使用する生体等価ファント

ムモデル、ミリ波を用いた血糖値の計測や歯牙領域

における「う蝕」の診断・治療の技術を微力ながら

進めてまいりましたが、より優れた技術が益々広が

る生体情報の取得や非侵襲計測法として、将来の各

種診断技術の定量化、再生治療の実現に向けて大き

く貢献することを期待します。 

学部在学から四半世紀の間研究を続けさせて頂き、

その間研究室の多数の学部、大学院学生と共に研究

に取り組ませて頂いたことに、この場をお借りして

感謝の意を表します。 

 日本発のエレクトロニクス技術を駆使した医療機

器が世界の生命を守る将来が来るように、更なる研

究が進むことを願ってやみません。 

 

著者略歴： 

1981 年 慶応大工学部電気工学科卒、1983 年 同大学大

学院修士課程修了、1986 年 同大学大学院博士課程修了、

工学博士．1986-1988 年 防衛大助手、1988-1991 年 防衛

大講師、1991-1999 年 防衛大助教授、1999 年-現在 国士

舘大教授．1987-1988 年テキサス州立大客員研究員、 2004

年カリフォルニア工科大学客員研究員、2004-2008 年 

IEEE MTT Transaction Associate Editor、2006 年 ソサ

イエティ大会運営委員長．2007 年-現在 日本電磁波エネ

ルギー応用学会理事長．1987 年 篠原記念学術奨励賞、

1993 年 防衛技術論文賞、1994 年 山崎賞(防衛大)、2005



年 10th International Conference on Microwave and High 

Frequency Heating 論文賞、2008 年 功労賞(国士舘大)． 

 

 
エレクトロニクスソサイエティ賞受賞記 

「マイクロリング共振器研究の 10 年を 

振り返って」 

國分 泰雄 (横浜国立大学) 

このたび、栄えある電子

情報通信学会エレクトロ

ニクスソサイエティ賞の

受賞対象に選ばれたこと

は誠に光栄であり、選考

委員会およびこれまでお

世話になりました方々に

心より感謝申し上げます。今回の受賞対象のマイク

ロリング共振器は、筆者らが 1999 年に積層３次元導

波路型のマイクロリング共振器を提案・実証してか

ら本年がちょうど 10 周年に当たります。 

 基をたどれば導波路型リング共振器はベル研究所

の Marcatili 博士によって 1969 年に提案されている

ので、本年がちょうど 40 周年に当たります。導波路

型リング共振器は主にセンサーに使われてきました

が、低屈折率差（コアとクラッドの屈折率差がせい

ぜい数%程度）の導波路で製作されていたので、曲

げ半径を 2mm 程度までしか小さく出来ず、その結

果、帯域幅が 300MHz 程度となってしまい、高密度

波長多重通信用の信号帯域（数十 GHz）をカバー出

来ないので合分波器には使えなかったためです。 

 一方、MIT の Haus 教授らが 1997 年に高屈折率差

光導波路（コアとクラッドの屈折率差が数十%）を

用いてリング半径を数μm～数十μm にまで微小化し

たマイクロリング共振器を提案して、１年後の 1998

年には GaAs や Si をコアに、空気をクラッドに用い

た半導体マイクロリング共振器がいくつか実証され

ました。これらの帯域幅は数十 GHz で、高速光通信

の信号帯域幅をカバーしていました。しかしながら、

これらのデバイスはバスライン導波路とリング導波

路間の結合部が空気クラッドであり、結合率を制御

するためにギャップ幅 0.5μm 以下で精度も 0.1μm 以

下の高精度な溝エッチングが必要でした。 

 一方筆者らは、導波路型リング共振器を 1995 年頃

から手がけて、その狭帯域性を利用してアサーマル

光導波路を実証したりしていましたが、まだリング

半径は 1mm 以上ありました。ちょうどその頃、神

奈川科学技術アカデミー（KAST）で開始したプロ

ジェクトに研究員として参加した Sai Tak Chu 博士

が以前に MIT の Haus 教授と共同研究していたこと

もあり、かつちょうど KAST のプロジェクトで使用

していた光導波路が屈折率差約 35%の高屈折率差導

波路であったため、我々もマイクロリングの研究を

開始しました。ただし、この KAST プロジェクトで

は光導波路を何層にも積層化させた「３次元マイク

ロフォトニクス」を目標としていたので、バスライ

ン導波路を下層、マイクロリングを上層に立体光配

線した積層マイクロリグ共振器を提案し、1998 年暮

れに実証して1999年2月のPTLに掲載されました。

その年の 3 月には KAST のプロジェクトは終了しま

したが、終了間際に 8×8 クロスグリッド集積、1×8

アレイ、並列結合、縦列配置、アサーマルマイクロ

リング、紫外線トリミングなど多くの成果を出して

論文に投稿しました。その後は大学で引き続き基本

要素の高性能化と集積化技術の研究を進め、最近は

チューナブルフィルタ、非遮断（Hitless）波長選択

スイッチ回路などに発展してきました。 

 思えばChu博士との出会いが無ければこの研究開

始のきっかけがあったかどうか、あっても相当に遅

れをとっていたであろうと思いますので、同博士に

は感謝の念にたえません。同博士と筆者の最初の出

会いは同氏がまだ博士課程の学生であったときで、

1991 年の国際会議で同氏の発表に私が質問（コメン

ト）したことに始まります。希望に応じて後から筆

者らの論文別刷を送ってあげたのが縁で、今でも親

しいつきあいが続いています。出会いの不思議と、

人との出会いに関する己の幸運を感じる次第です。 

 

著者略歴： 

1975 年横浜国立大学工学部電気工学科卒業、1980 年東

京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程修了、同年同

大学精密工学研究所助手、1983 年横浜国立大学助教授、



1995 年教授、2006 年工学部長、2009 年理事・副学長．こ

の間、1984 年～1985 年 AT&T Bell 研究所客員研究員、1996

年～1999 年神奈川科学技術アカデミー研究室長兼務．電

子情報通信学会平成 10 年度論文賞、第 26 回応用物理学会

論文賞（解説論文賞）など． 

 

 

寄稿 「マイクロ波研究専門委員会の活動」 

マイクロ波（MW）研究専門委員会 委員長 

本城 和彦 (電気通信大学) 

前任の青山学院大学の橋

本先生に引き続き、2009 年 5

月より2年間に亘ってマイク

ロ波研究専門委員会委員長

を務めることになりました

電気通信大学の本城です。ど

うぞよろしくお願いいたし

ます。 

マイクロ波とは狭義には 3 GHz から 30 GHz まで

の周波数の電磁波を意味し、これは自由空間波長で

は 10cm から 1cm に相当します。このような周波数帯

では、装置や部品・回路の寸法を波長に比べて十分

に小さく作製することは一般には難しく、マイクロ

波回路・部品の設計には波動の性質を考慮する必要

があります。このような背景により、電磁波の性質

を考慮した電子部品の設計、解析手法の総称を次第

にマイクロ波工学と呼ぶようになりました。当然こ

のような設計、解析手法の対象周波数は必ずしも

3GHz から 30GHz に限らず、我々が電波として工学的

に使用する電磁波全体となります。例えば IEEE 

MTT-S (Microwave Theory and Techniques Society)

では上空に電離層の存在する地球上を伝搬可能な

9KHz から、工学的応用が可能な数 THz に亘る全周波

数帯をマイクロ波工学の扱う周波数範囲としている

ほどです。このようにマイクロ波工学は、電磁波の

基本的性質の理解をベースにし、半導体、磁性体、

誘電体、金属、超伝導体などの材料を用いたマイク

ロ波能動素子部品、マイクロ波受動素子部品の設計、

製造、評価技術、さらにこれらの部品を用いたモジ

ュール、サブシステム、システムの設計、評価技術

に係わっており、産業の根幹を支えている基幹的な

学術・技術といえます。 

 

マイクロ波研究専門委員会では、このような背景

のもとに、毎月開催されるマイクロ波研究会、それ

ぞれ年に一度ずつ開催される電子情報通信学会の総

合全国大会やソサイエティ大会などのマイクロ波分

野のセッション企画や運営、また英文論文誌・和文

論文誌特集号の企画・編集などを通じて、マイクロ

波工学の益々の発展を目指しております。 

  

マイクロ波研究会では年間 200 件から 350 件の研

究発表が発表されています。発表テーマとしては、

マイクロ波一般以外にも、4 月には超伝導エレクト

ロニクス、6 月にはマイクロ波信号発生と計測、７

月にはマイクロ波フォトニクス、10 月にはマイクロ

波シミュレータ、１月には化合物半導体 IC および超

高速・超高周波デバイスなどと、関連研究分野を取

り込んだ企画が例年なされています。このため、超

伝導エレクトロニクス、電磁界理論、電子デバイス 

光エレクトロニクス アンテナ伝播 環境電磁工学

などの第一種研究専門委員会ならびに宇宙太陽発電

研究会、マイクロ波ミリ波フォトニクス、マイクロ

波シミュレータなどの第二種時限研究会、さらには

電気学会のマグネティクス研究会、ミリ波調査委員

会との適宜共催を実施し、幅広いマイクロ波関連分

野における最新の研究開発動向と密接に関連して研

究会を運営しております。またアジア太平洋マイク

ロ波会議(APMC)などの国際会議に関連して電子情報

通信学会の APMC 国内委員会や IEEE MTT-S、同 Japan 

Chapter、 同 Kansai Chapter との密接な連携を保っ

ております。 

   

またマイクロ波研究専門委員会では、将来の中核

的研究者・技術者である学生や、異分野への進出や

新たな専門性を獲得しようとしている中堅研究者・

技術者への支援も積極的に行っております。例えば、

年１回学生研究会を開催し、専門分野を同じとする

多くの学生に、発表の機会と高度な討論の場所を提

供するとともに、学生間のネットワーク形成にも貢



 活動の中心はなんと言っても月例研究会でありま

す。その企画と開催は、専門委員会幹事のご尽力に

負うところが極めて大であり、現在も、副委員長の

加地氏と幹事団の村田氏、原氏、津田氏、須原氏の

活躍が研究会活動をしっかりと支えています。また、

研究会ごとに、そのテーマの研究分野をリードする

委員に現地世話人になっていただき、timely な招待

講演、発表構成、懇親の場の設定などに協力して頂

いています。このように委員全体の下支えが研究会

活動の源になっています。2009 年度は、研究会 HP

に記載されている通り、有機酸化物を中心としたデ

バイス（4 月）、結晶成長と評価（5 月）、プロセスと

デバイス（6 月）、センサと MEMS（7 月）、真空エ

レクトロニクス（10 月）、窒化物材料とデバイス（11

月）、ミリ波・THz デバイス（12 月）、超高速・超高

周波デバイスと IC（1 月）、機能ナノデバイス（2 月）

が、月例研究会の主テーマになっています。 

献しています。優秀学生発表者に対しては賞状と副

賞が与えられます。さらに、大学発のマイクロ波研

究を特集する和文論文誌の編集にも力を入れていま

す。また、様々な研究分野のトピックスを聴講可能

な研究会とは別に、一つのテーマに焦点を絞り、そ

の分野でご活躍されている第一級スペシャリストの

先生方をお招きして、講習会も開催しています。毎

回、講義と演習を中心とした 10 数名程度の少人数形

式で実施しており、講師と受講者が気軽に討論を行

いながら理解を深めることが可能です。 

 

このようにマイクロ波研究専門委員会は様々な活

動を通じてマイクロ波工学の発展の一助になりたい

と考えております。皆様におかれましても、本研究

会に積極的に参加していただくとともに、本学会活

動にご支援をいただければ幸いに思います。 

 

著者略歴： 

昭和 49 年電通大卒。昭和 51 年東工大大学院修士課程修

了。同年日本電気㈱入社。超高速デバイス研究部長、主席

研究員を歴任．平成 13 年電通大情報通信工学科教授．現

在に至る．化合物半導体デバイス、MMIC、超広帯域アンテ

ナ、電磁界・半導体統合解析技術の研究開発に従事．IEEE 

MTT-S 理事、本会ハンドブック委員会幹事長歴任．1983

年および 1988 年 IEEE MTT-S Microwave Prize 受賞．本会

学術奨励賞(1980)、エレクトロニクス賞(1999)受賞．IEEE 

Fellow (1997)、IEICE フェロー(2008)．工学博士． 

 

寄稿 「エネルギーと新機能を意識した 

電子デバイス研究会」 

電子デバイス（ED）研究専門委員会 委員長         

 また、3 月の上旬には、ホットなテーマに深く切

り込むべく特別ワークショップを設定しています。

2010 年 3 月のテーマは「ワイドギャップデバイス」

です。GaN や SiC を中心とするデバイス展開に関し

て、エネルギー変換や新機能の可能性を追求するワ

ークショップ構成を準備しています。さらに、当研

究専門委員会とシリコン材料・デバイス研究専門委

員会とが共同し、韓国電子工業会との共催で国際合

同研究会（AWAD と呼んでいる）を開催しています。

日本と韓国で毎年交互に開催し、2009 年は 6 月 24

～26 日に韓国の釜山で開催され、シリコン LSI を含

む半導体デバイス技術に関する研究が 60 件以上発

表されました。韓国側のメンバーも積極的かつ友好

的であり、電子デバイス研究におけるアジアの拠点

に発展することが期待されます。2010 年は 6 月 30

日～7 月 2 日に東工大で開催される予定です。 橋詰 保 (北海道大学) 

 このような月例研究会、特別ワークショップでは、

ホットな話題、今後重要になると思われるテーマを

中心に、専門委員会において随時スコープの見直し

を議論しています。特に昨今は、エネルギー問題を

強く意識した活動が社会から要請されていると思い

ます。エネルギー生成、流通、消費の全てにおいて、

効率向上や環境低負荷に貢献するデバイスの研究は

電子デバイス研究専門委員

会は、化合物半導体デバイスを

中心として、その材料特性や接

合特性の基礎的研究からデバ

イスおよび回路応用に至る研

究分野を広くカバーして発展

を続けてきています。 



今後さらに重要度を増すと思われます。同時に、本

研究分野は夢を持ち続ける分野でなくてはなりませ

ん。そのためには、新機能を発現させる材料・物理

の探求とともに、工学的な有用性との接点を常に意

識した研究が重要と考えます。優れた材料特性や新

構造の接合特性などをデバイス特性に反映させるこ

とが、exciting and stimulating であると信じています。  

 若手研究者が積極的に参加・発表し、率直な批判

と提言を受け研究にフィードバックする、という場

を提供することも、本研究会の責務の１つです。そ

のためには、質疑における議論に対応する準備がア

ドバイザーに要求されると考えています。若手研究

者のエネルギーを意識することが、次代の研究者を

育て、有効な議論の場としての研究会活動に継承さ

れて行くと思います。なお、若手研究者奨励を目的

として、月例研究会での発表に対し「学生発表奨励

賞（仮称）」を早期に導入する予定です。 

  

著者略歴： 

1994 年北大・工・助教授．2004 年同量子集積エレクト

ロニクス研究センター・教授．現在に至る．工学博士．化

合物半導体の電子準位の制御とデバイス応用に関する研

究に従事．最近は、GaN 系材料の電子準位制御・表面制御

とその電子デバイス応用を主な研究課題としている． 

 

寄稿 「電磁現象のより深い理解を 

目指して」 

電磁界理論（EMT）研究専門委員会 委員長         ・11 月 電磁界理論シンポジウム 

小見山 彰(大阪電気通信大学) 
電磁界理論研究会は

1957 年に電気学会内に設

立され、さらに 1981 年に

電子通信学会（現在の電

子情報通信学会）内にも

設置されました。そして

現在もその並行運営体制

が続いています。研究会

は 50 年にわたって維持、発展してきました。 

その EMT 研へ私が初めて参加しましたのは 1981

年10月に石川県和倉温泉で4日間にわたって開催さ

れました第 10 回電磁界理論シンポジウムでした。研

究発表は重力波、相対論的電気力学、光導波路解析、

不均質媒質、ランダム問題、プラズマ、散乱・回折

等の分野のものでした。この研究会の特徴は同じ宿

に泊まり議論を続けることです。昼は講演を聴き、

夜は宿で参加者が集まり、活発な議論をしました。

その議論は非常に激しく、しばしば深夜にまで及び

ました。そこで他の研究者と交流を深めるとともに、

多くのことを学びました。その中で重要なことは電

磁現象について自分で徹底的に考え、自分の言葉で

それを表現するということです。それはこの研究会

に集う研究者が目指すところでもあります。このシ

ンポジウムはその後も毎年風光明媚な場所を選んで

開催され、今年で 38 回目となります。 

最近の研究会におけます発表内容は電磁界の基礎

理論、相対論、散乱、回折、伝搬、放射の理論と解

析、ランダム問題、導波路解析、逆散乱問題、高周

波漸近解析、計算電磁気学等であり、電磁界の基礎

から応用まで多岐にわたっています。重力波、相対

論に関する話題がほとんどなくなりましたのは時代

の流れかと思います。一方でコンピュータの高性能

化に伴い、数値解析に関する話題が増えましたこと

が近年の発表内容の特徴です。 

研究会の年間スケジュールは 

・5 月 研究会 

・7 月 光・電波ワークショップ 

（EMT 研、OPE 研、MW 件の共催） 

・1 月 光関係合同会議（EMT 研、OPE 研、LQE 研、 

PN 研の共催） 

となっています。今年度のシンポジウムは 11 月 26

日～28 日に沖縄那覇市での開催が企画されていま

して、恩納村国民休暇村に続いて 2 度目の沖縄開催

となります。また、シンポジウムで発表されました

論文を主対象とします英文論文誌小特集号（平成 22

年発行予定）が企画されています。 

EMT 研と関連のある国際会議としては日韓合同

会議（KJJC）、PIERS、URSI-B EMTS 等があります。

KJJCにつきましては今年 5月に韓国仁川で第 6回会



議が開催され、今後も 2 年毎に開催される予定です。

PIERS は 2001 年、2006 年に日本で開催され、2012

年に再び日本で開催される予定です。また EMTS は

2013 年に広島で開催される予定です。それらの国際

会議への多数の方のご参加を期待しています。 

研究会の活性化は若手研究者の育成にあります。

その対策の一つとしまして優れた論文を発表しまし

た学生（35 歳以下）に「学生優秀発表賞」を授与し

ています。昨年度は 6 名の学生が受賞しました。 

皆様の電磁界理論研究会へのご参加を期待していま

す。なお、研究会に関します情報は下記ホームペー

ジをご参照下さい。 

<http://www。ieice。org/~emt/jpn/> 

 

著者略歴： 

1975 年明治大学卒．1977 年明治大学大学院修士課程修

了．1985 年同博士課程修了．1986 年大阪電気通信大学講

師．現在同大学教授（2001 年～）．電磁波の散乱、画像直

接伝送用光ファイバの伝送特性及び導波路系における光

の局在、拡散に関する研究に従事．工博． 

 

 

短信 「2009 年材料・デバイス 

サマーミーティング報告」 

エレクトロニクスソサイエティ前副会長 

鈴木 信夫（東芝） 

2009 年 6 月 19 日(金)、機械振興会館において、

エレクトロニクスソサイエティ材料・デバイスサマ

ーミーティングが開催されました。(1) 機構デバイ

ス(EMD)/電子部品･材料(CPM)/有機エレクトロニク

ス(OME)共催、(2) 光エレクトロニクス(OPE)/レー

ザ・量子エレクトロニクス(LQE)/集積光デバイスと

応用技術時限(IPDA)共催、(3) 次世代ナノ技術に関

する時限(NNN) の 3 並列セッションで、計 26 件の一

般講演が行われ、計約 150 名の参加者により活発な

議論が行われました。また、午後冒頭には、東京大

学 ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構長・生産

技術研究所ナノエレクトロニクス連携研究センター

長の荒川泰彦教授より、「量子ドットデバイスの展

望 －ナノフォトニックデバイス及び量子情報デバ

イスを中心にして－」と題する特別講演が行われま

した。参加人数は約 60 名でした。 

特別講演では、荒川先生と榊先生による量子ドッ

トレーザの提唱(1982 年)から QD laser 社によるマ

ーケットイン(2009 年予定)に至るまでのレビュー

が行われた後、フォトニック結晶微小共振器内の光

子と量子ドット内の電子との相互作用に関する 2 件

のトピックスが紹介されました。 

 第 1 のトピックスは、2 次元フォトニック結晶微

小共振器内に量子ドットを 1 個だけ配したレーザに

関するものです。弱励起時に単一光子発生が起こる

弱結合の素子においても、励起子モードと共振器モ

ードが強結合した素子においても、数十 nW の光励起

でレーザ発振が実現されています。特に後者では、

閾値の少し上まで強結合状態を保ったままの発振が

観測されています。この結果は、この素子の人工的

な単一アトムレーザとしての動作を示唆するもので

す。 

第 2 のトピックスは、Q 値（共振の強さを表すパ

ラメータ）の高い 3 次元フォトニック結晶微小共振

器のユニークな作製方法に関するものです。まず、

マイクロマシン技術により 2 次元薄膜格子構造を約

30μm 角のプレートとして切り出せるように作って

おきます。これを SEM の中に入れて、静電マイクロ

プローブで 1 枚ずつ切り取って運び、3 点支持のガ

イド構造の中にはめ込んでいきます。格子構造に点

欠陥を設けたプレートを挟むように、縦格子と横格

子のプレートを交互に計 9～17 枚重ねることで、3

次元フォトニック結晶の微小共振器が完成します。

位置合わせ精度は 50nm 以下で、欠陥の面積が大きめ

 

荒川先生ご講演風景 



「システム LSI 実現のための要素技術および集積化

技術の研究」 

のものでは 10、000 を超える Q値(3 次元フォトニッ

ク結晶として最大)が得られているとのことでした。

Q>2、000 でレーザ発振が可能ということなので、3

次元フォトニック結晶レーザの実現に向けて大きな

ステップと言えます。 

・橋本 修（青学大） 

「数値計算手法に基づく電磁波吸収体の高精度評価

技術の研究」 

 特別講演の内容はエレソ会員専用の WEB ページ、 

  http://www。ieice-es。jp/movie/login。php ◆ エレクトロニクスソサイエティ各賞受賞者 

（敬称略） にてストリーミング配信される予定ですので、ご興

味のある方は是非アクセスしてみてください。 2009 年ソサイエティ大会エレクトロニクスソサ

イエティ・プレナリーセッションにおいて、各賞の

表彰式が行われました。 

 

著者略歴： 

 昭 53 東大・工・電子卒、昭 58 東大大学院・工・電子・

博士課程了、同年東京芝浦電気株式会社(現(株)東芝)入社．

以来、光半導体デバイスの研究開発に従事．平 18 より(株)

半導体先端テクノロジーズ兼務．現在、(株)東芝研究開発

センター電子デバイスラボラトリー研究主幹．工博． 

＊ エレクトロニクスソサイエティ賞 

・シリコン分野：平本俊郎（東大）、竹内 潔

（MIRAI-Selete）、西田彰男（MIRAI-Selete) 

「微細 MOS トランジスタの特性ばらつきの研究」 

・光・化合物半導体分野：國分泰雄 （横国大）  

 「マイクロリング共振器光回路の先駆的・独創的研

究」 ● エレソからのお知らせ 

◆ フェロー称号贈呈者 ・エレクトロニクス一般分野：二川佳央（国士舘大） 

「マイクロ波照射の生体影響の評価とその医療応用

への技術展開」 

下記名の方（敬称略、50音順、カッコ内は現職）

がエレクトロニクスソサイエティからの新フェロー

に決まり、2009 年ソサイエティ大会においてフェロ

ー称号贈呈式が行われました。 

 

＊ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞 

・電磁波・マイクロ波分野： ・安藤 真（東工大） 

石川正行（中央大）、片岡祐介（京大） 「電磁波の高周波回折理論の構築と現象解明に関す

る研究」 ・化合物半導体・光エレクトロニクス分野： 

  久野裕之（東大）、神田昌宏（東海大） ・岩井 洋（東工大） 

・シリコン・エレクトロニクス一般分野： 「極微細 MOSFET の高性能化プロセス技術に関する

先駆的研究」   上野憲一（北大）、片山善貴（愛媛大） 

 ・小山二三夫（東工大） 

＊ レター論文賞 「面発光レーザの室温連続動作実現およびその応用

と集積化に関する研究」 堀 哲郎、芝田岳史、キッティシュンチット ワル

ット、藤井彰彦、尾﨑雅則（大阪大学） ・桜井貴康（東大） 

「相互浸透型有機薄膜光電変換素子への酸化モリブ

デン陽極バッファ層挿入効果」 

「VLSI の低電力回路設計および高精度デバイスモ

デルの研究」 

 ・曽根秀昭（東北大） 

＊ ELEX Best Paper Award 「電気接点の劣化機構解明と電磁ノイズ制御手法に

関する先駆的研究」 Hiroki Goto、Masato Yoshida、Tatsunori Omiya、

Keisuke Kasai、Masataka Nakazawa（東北大) ・中屋雅夫（ルネサステクノロジ） 



「Polarization and frequency division 

multiplexed 1 Gsymbol/s、 64 QAM coherent optical 

transmission with 8。6 bit/s/Hz spectral 

efficiency over 160 km」 

 

◆第 13 回（2009 年度）エレクトロニクスソサイエ

ティ賞候補の公募について 

2009 年度エレクトロクスソサイエティ賞の公募

が開始されました。下記をご覧の上、活発な応募（自

薦および推薦）をお願いいたします。 

【概要】 

本賞はエレクトロニクスソサイティ最高の栄誉で

あり、賞金も 2006 年度より 15 万円/件に増額されて

おります。エレクトロニクスに関する新しい発明、

理論、実験、手法などの研究で、その成果の学問分

野への貢献が明確であるもの、エレクトロニクスに

関する新しい機器、デバイスまたは方式の開発、製

造でその効果が顕著であり、数年以内に産業的業績

の明確になったものに該当する業績を対象に、エレ

クトロニクスソサイエティ賞候補を下記の要領で公

募いたします。 

 

【推薦および応募要領】 

･締め切り：2009 年 12 月末日 

･応募要領：下記様式の推薦書(推薦の場合)あるいは

応募用紙(自薦の場合)にご記入の上、受賞対象とな

る業績を示す代表的文献(論文、記事、特許等)１件

を添付して学会事務局宛郵便でお送り下さい。 

送付先:〒105-0011 

東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館内 

(社)電子情報通信学会 

エレクトロニクスソサイエティ賞 選奨委員会 

事務局 宛 

･選奨規定、手続き等 

エレクトロニクスソサイエティ選奨規定 
<http://www。ieice。org/es/jpn/secretariat/kitei2。

html> 

エレクトロニクスソサイエティ賞候補選定手続 
<http://www。ieice。org/es/jpn/secretariat/kitei3。

html> 

に基づいて選考されます。 

･歴代受賞者について 

歴代受賞者の詳細はエレクトロニクスソサイエテ

ィ WEB ページのお知らせ（URL は文末に掲載）をご

確認下さい。 

･推薦書および応募用紙の様式 

エレクロニクスソサイエティ賞候補推薦書 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜候補者のお名前とご所属＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦分野（該当分野を〇で囲って下さい）＞ 

１．Ｓｉエレクトロニクス： 

電子ディスプレイ、シリコン材料・デバイス、集 

積回路 

２．化合物半導体及び光エレクトロニクス： 

超伝導エレクトロニクス、電子デバイス、光エレ

クトロニクス、レーザ・量子エレクトロニクス 

３．エレクトロニクス一般： 

機構デバイス、磁気記録・情報ストレージ、電子

部品・材料、電磁界理論、マイクロ波、有機エレク

トロニクス 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦理由＞ 

（対象とする主な業績についてご記入下さい） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜添付文献名＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜推薦者のお名前とご所属、Email アドレス＞ 

 

 

エレクロニクスソサイエティ賞応募用紙 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜お名前とご所属、Email アドレス＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜応募分野（該当分野を〇で囲って下さい）＞ 

１．Ｓｉエレクトロニクス： 

電子ディスプレイ、シリコン材料・デバイス、集

積回路 

２．化合物半導体及び光エレクトロニクス： 

超伝導エレクトロニクス、電子デバイス、光エレ

クトロニクス、レーザ・量子エレクトロニクス 

３．エレクトロニクス一般： 

機構デバイス、磁気記録・情報ストレージ、電子

部品・材料、電磁界理論、マイクロ波、有機エレク

トロニクス 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜対象とする主な業績についてご記入下さい＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜添付文献名＞ 

 

推薦および応募要項については、下記エレクトロ

ニクスソサイエティ WEB ページのお知らせからもご

確認いただけます。 
<http://www。ieice。org/es/jpn/notice/index。html> 

 

◆ エレソ News Letter は年 4回発行します。次号は

2010 年 1 月発行予定です。 

（企画広報担当:狩野） 

 


